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明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
竣
工
し
た
前
田
家
本
郷
邸

の
日
本
館
を
飾
っ
た
の
が
、
橋
本
雅
邦
に
よ
る
こ
の
襖
絵
で
す
。

小
座
敷
の
西
側
に
位
置
し
た
上
の
間
・
次
の
間
二
室
は
、
春
・

夏
・
秋
・
冬
の
「
山
水
」
図
で
め
ぐ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
雅が

邦ほ
う

（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
は
幕
末
に
生
ま
れ
、

木こ

挽び
き

町
狩
野
派
の
門
下
に
学
び
、
維
新
後
は
東
京
美
術
学
校
・

日
本
美
術
院
に
て
活
躍
し
た
、「
絵
師
」
で
あ
り
、「
日
本
画
家
」

で
し
た
。
維
新
前
後
の
政
情
不
安
に
よ
る
絵
画
需
要
の
減
少
や
、

西
洋
画
の
登
場
と
い
う
混
乱
期
を
生
き
な
が
ら
も
、
自
ら
が
好

む
雪
舟
・
雪
村
に
習
い
、
形
象
の
み
に
捕
わ
れ
な
い
『
心
持
ち
』

の
表
現
を
求
め
続
け
ま
し
た
。
本
襖
絵
は
、
雅
邦
が
特
に
「
山

水
」
画
を
重
視
す
る
晩
年
の
作
で
す
。

前
田
家
に
と
っ
て
、
本
郷
邸
の
新
築
は
長
年
の
悲
願
で
し
た
。

本
郷
邸
は
、
藩
政
期
よ
り
加
賀
藩
の
江
戸
屋
敷
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
維
新
後
は
一
時
文
部
省
の
用
地
と
な
り
、

前
田
家
は
そ
の
本
邸
を
根
岸
に
移
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
明

治
二
十
年
頃
よ
り
、
華
族
と
な
っ
た
旧
大
名
家
の
邸
宅
新
築
が

始
ま
り
ま
す
。
当
時
、
西
洋
館
を
建
て
て
「
行
幸
」
を
仰
ぐ
こ

と
が
、
そ
の
家
格
を
示
す
一
大
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。
前
田
家

に
お
い
て
も
そ
れ
は
急
務
と
な
り
、
三
十
五
年
、
利
嗣
と
し
つ
ぐ

（
十
五

代
）
の
遺
志
を
継
い
だ
利
為
と
し
な
り

（
十
六
代
）
に
よ
り
、
本
郷
新
邸

と
し
て
日
本
館
・
西
洋
館
の
建
築
が
決
ま
り
ま
す
。

日
本
館
に
続
き
、
四
十
年
に
は
西
洋
館
も
完
成
し
、
四
十
三

年
、
明
治
天
皇
の
行
幸
が
決
定
し
ま
し
た
。
日
本
館
・
西
洋
館

の
装
飾
（
油
彩
画
は
こ
の
時
購
入
）
が
始
ま
り
、
献
上
品
や
食

事
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
行
幸
当
日
、
前
田
家
所

蔵
の
文
書
や
蔵
器
の
陳
列
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
部
屋
が
、

雅
邦
の
襖
絵
の
あ
る
こ
の
二
室
で
し
た
。

大
正
期
末
、
時
勢
へ
の
配
慮
と
東
京
大
学
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
本
郷
邸
の
解
放
が
決
ま
り
ま
す
。
行
幸
の
記
念
で
あ
る
西

洋
館
も
、
日
常
生
活
を
営
ん
だ
日
本
館
も
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
雅
邦
の
襖
絵
は
そ
れ
を
逃
れ
、
新
し

く
本
邸
と
な
っ
た
駒
場
邸
で
も
用
い
ら
れ
続
け
た
の
で
す
。

（
村
上
尚
子
　
学
芸
員
）
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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集
橋本雅邦筆

「四季山水図襖」
6月28日（木）～7月24日（火）

周
知
の
よ
う
に
、「
古
九
谷
」
は
、
明
暦
元
年
頃
か
ら
宝
永

七
年
頃
（
一
六
五
五
頃
〜
一
七
一
〇
頃
）
加
賀
温
泉
郷
で
有
名

な
山
中
温
泉
か
ら
大
聖
寺
川
を
十
三
キ
ロ
あ
ま
り
上
流
に
さ
か

の
ぼ
っ
た
九
谷
の
地
で
焼
成
さ
れ
た
色
絵
磁
器
を
い
い
ま
す
。

古
窯
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
五
次
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
九
谷
窯
廃
絶
後
は
、
加
賀
地
方
で
は
製
陶
が
行
わ
れ
ず
、

窯
業
再
興
の
先
鞭
を
つ
け
た
一
つ
が
、
文
化
四
年
開
窯
し
た
金

沢
の
春
日
山
窯
で
す
。
京
都
か
ら
青
木
木
米
が
指
導
に
訪
れ
、

木
米
好
み
の
中
国
趣
味
を
反
映
し
た
焼
き
物
が
焼
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
窯
は
文
政
初
年
頃
に
廃
窯
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

惜
し
ん
で
操
業
さ
れ
た
の
が
加
賀
藩
士
武
田
秀
平
（
号
民
山
）

に
よ
っ
て
、
文
政
五
年
に
開
か
れ
た
赤
絵
細
描
を
特
色
と
す
る

民
山
窯
で
す
。
い
ず
れ
も
金
沢
地
区
で
の
開
窯
で
す
。

も
う
一
つ
、
能
美
・
小
松
地
区
で
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
文
政

二
年
頃
開
窯
の
若
杉
窯
で
す
。
藩
の
保
護
奨
励
も
あ
っ
て
興

隆
し
、
い
わ
ゆ
る
殖
産
興
業
の
量
産
方
式
に
よ
る
日
用
雑
器
が

中
心
に
焼
か
れ
ま
す
。
ま
た
文
政
二
年
に
は
本
多
貞
吉
に
陶
法

を
学
ん
だ
藪
六
右
衛
門
開
窯
の
小
野
窯
、
弘
化
四
年
小
松
の

松
屋
菊
三
郎
が
主
宰
し
た
蓮
代
寺
窯
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年

に
か
け
て
、
華
麗
な
彩
色
金
襴
手
の
技
法
で
一
世
を
風
靡
し
た

九
谷
庄
三
な
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
江
沼
地
区
で
雄
勁
ゆ
う
け
い

な
筆
致
、
渋
く
て
深
く
、
し
か
も

厚
く
彩
ら
れ
た
豪
放
華
麗
な
古
九
谷
の
再
興
を
め
ざ
し
て
、
文

政
七
年
に
開
窯
し
た
の
が
吉
田
屋
窯
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
赤
絵

細
描
を
特
色
と
す
る
、
天
保
三
年
開
窯
の
宮
本
屋
窯
、
吉
田
屋

窯
の
塗
埋
様
式
を
踏
襲
す
る
松
山
窯
、
金
襴
手
で
有
名
な
永
楽

和
全
な
ど
今
日
の
江
沼
九
谷
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
今
日
の
九
谷
焼
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の

諸
窯
の
特
色
と
変
遷
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

（
末
吉
守
人
　
普
及
課
長
）

常設展示室（第2展示室）
特　集

古九谷・再興九谷名品展
前期 6月28日（木）～7月24日（火）

県
指
定
文
化
財
　
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢

古
九
谷
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常設展示室（第4展示室）
特　集
坂寛二・坂坦道

油絵と彫刻
6月28日（木）～7月24日（火）

能
登
内
浦
の
恋
路
海
岸
は
、
見
附
島
を
眼
前
に
す
る
景
勝
地

で
す
が
、
そ
の
一
角
に
「
悲
恋
物
語
」
の
像
が
建
て
ら
れ
、
観

光
客
に
は
格
好
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
像
の
作
者
が
坂
坦
道
で
、
生
家
は
こ
の
す
ぐ
近
く
で
し
た
。

坂
家
は
三
代
に
わ
た
っ
て
美
術
家
を
輩
出
し
、
坦
道
の
祖
父
は

日
本
画
家
坂
藹
舟
（
あ
い
し
ゅ
う
）、
父
は
洋
画
家
で
坂
寛
二
、

そ
し
て
彫
刻
家
坦
道
と
、
こ
れ
は
な
か
な
か
な
い
一
族
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
は
三
人
の
中
か
ら
寛
二
・
坦
道
、

こ
の
父
と
子
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

坂
寛
二
は
明
治
二
十
四
年
内
浦
町
恋
路
に
藹
舟
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
南
画
家
谷
口
藹
山
に
師
事
し
た
画
家

で
、
能
登
を
中
心
に
多
数
の
作
品
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
二

は
十
五
、
六
歳
の
頃
に
上
京
し
、
黒
田
清
輝
に
師
事
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
奈
良
、
大
阪
、
金
沢
と
移
り
、
二

科
会
に
出
品
。
本
県
の
金
城
画
壇
展
で
は
第
三
回
展
に
出
品
、

ま
た
陶
芸
家
と
の
二
人
展
や
、
グ
ル
ー
プ
展
を
開
い
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
惜
し
く
も
昭
和
三
年
に
三
十
六
歳
で
早
世
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

写
真
は
寛
二
と
小
学
校
に
入
学
し
た
坦
道
が
昭
和
二
年
に
恋

路
の
ア
ト
リ
エ
内
で
写
さ
れ
た
も
の
で
す
。
バ
ッ
ク
に
写
る
大

作
の
「
尾
小
屋
鉱
山
」
は
今
回
展
示
い
た
し
ま
す
。

坂
坦
道
は
、
本
名
を
青
嵐
と
い
い
、
大
正
九
年
内
浦
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
寛
二
が
没
し
た
の
ち
北
海
道
に
転
居
し
、
そ

の
後
、
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
）
に
入
学
し

て
い
ま
す
。
昭
和
十
九
年
に
は
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
を
卒
業

し
ま
す
が
、
在
学
中
の
十
八
年
第
六
回
新
文
展
に
初
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
戦
後
は
日
展
に
出
品
し
、
入
選
を
続
け
た
の
ち
、

三
十
九
年
開
催
の
第
七
回
日
展
（
新
日
展
）
に
「
青
年
像
」

（
本
展
に
出
品
）
で
特
選
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
五
十
七

年
に
は
日
彫
展
で
「
酔
っ
ぱ
ら
い
」（
本
展
出
品
）
が
西
望
賞

を
受
賞
し
、
同
年
、
札
幌
市
民
芸
術
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
家
活
動
の
一
方
で
、
北
海
道
女
子
短
期
大
学
で

長
ら
く
教
鞭
を
と
り
、
文
部
大
臣
よ
り
短
期
大
学
教
育
功
労
賞

を
受
け
た
ほ
か
、
平
成
七
年
に
は
同
短
大
の
名
誉
教
授
に
就
任

し
て
い
ま
す
。

道
化
師
な
ど
の
特
徴
的
な
も
の
を
得
意
と
し
ま
す
が
、
初
期

に
は
世
相
を
色
濃
く
反
映
し
た
人
物
像
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
へ
渡
っ
た
の
ち
も
、
郷
里
石
川
へ
の
想
い
は
断
ち
難
く
、

「
御
陣
乗
太
鼓
」「
帰
り
舟
」（
い
ず
れ
も
本
展
出
品
）
な
ど
、

故
郷
を
彷
彿
と
さ
せ

る
作
品
も
作
り
ま
し

た
が
、
そ
の
思
い
を

残
し
な
が
ら
平
成
十

年
、
七
十
七
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
ご
遺
族
よ

り
寛
二
の
油
絵
と
坦

道
の
第
七
回
日
展
特

選
受
賞
作
な
ど
の
寄

贈
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
を
こ
こ

に
公
開
す
る
も
の
で

す
。

寛
二
と
幼
少
の
坦
道

草
花
図
　
坂
寛
二

酔
っ
ぱ
ら
い
　
坂
坦
道
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
橋
本
雅
邦
筆
「
四
季
山
水
図
襖
」

※
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

特
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展

古
九
谷

□
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

再
興
九
谷

色
絵
万
年
青

お

も

と

図
平
鉢
　
　
　
　
吉
田
屋
窯

赤
絵
弾
琴
図
鉢
　
　
　
　
　
　
宮
本
屋
窯

色
絵
芦
翡
翠
か
わ
せ
み

図
平
鉢
　
　
　
　
松
山
窯

色
絵
唐
獅
子
牡
丹
図
平
鉢
　
　
若
杉
窯

色
絵
楼
閣
山
水
図
蓋
物
　
　
　
小
野
窯

色
絵
石
畳
文
古
九
谷
写
平
鉢
　
蓮
代
寺
窯

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
部
屋

円
地
信
二

E
T
U
D
E
(A
)

鴨
居
　
玲

戸
隠
山

清
水
錬
徳

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

高
光
一
也

亡
き
息
子
を
忍
ぶ
母
親
の
像

竹
沢
　
基

装
置

開
　
光
市

熱
叢
夢

宮
本
三
郎

仮
面
の
告
白

吉
田
冨
士
夫

彫
塑
・
造
形

海

石
田
康
夫

夏

得
能
節
朗

風
景
の
中
の
竪
琴

吉
田
　
隆

特
集
　
坂
寛
二
・
坂
坦
道

油
絵
と
彫
刻

※
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

陶
芸

青
手
小
禽
文
飾
皿

北
出
不
二
雄

釉
裏
金
彩
牡
丹
唐
草
文
鉢

吉
田
美
統

漆
工

乾
漆
稜
線
文
器

塩
多
慶
四
郎

曙
小
屏
風

寺
井
直
次

染
色

麻
地
友
禅
瓜
模
様
振
袖

木
村
雨
山

せ
せ
ら
ぎ

堀
　
友
三
郎

金
工

砂
張
さ
は
り

銅
鑼

金
岡
宗
幸

神
韻
大
香
炉

高
橋
介
州

木
竹
工

欅
造
盛
器

川
北
良
造

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
飾
棚

氷
見
晃
堂

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

山
里

石
川
　
義

酔
燕
台
翁

伊
東
深
水

夏
日

稲
元
　
実

海
の
伝
説

梅
川
三
省

鯰
談
義
図

大
沼
憲
昭

大
楠
公
・
義
貞
公
誠
忠
之
図

久
保
田
米
僊

火
焔
山

西
山
英
雄

岬

由
里
本
　
出

※
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
各
室
展
示
作
品
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
第
1
展
示
室
は
色
絵
雉
香
炉
二
点
の
み
）。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

風
景
の
中
の
竪
琴
　
吉
田
　
隆

仮
面
の
告
白
　
吉
田
冨
士
夫

釉
裏
金
彩
牡
丹
唐
草
文
鉢
　
吉
田
美
統

大
楠
公
・
義
貞
公
誠
忠
之
図

（
左
隻
部
分
）

久
保
田
米
僊

常設展示室

主な展示作品
6月28日（木）～7月24日（火）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品

□＝石川県指定文化財

色
絵
万
年
青
図
平
鉢
　
吉
田
屋
窯
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昭
和
三
十
四
年
の
秋
に
開
館
し
た
旧
石
川
県
美
術
館
は
、
県

庁
よ
り
引
き
継
い
だ
旧
商
品
陳
列
所
の
美
術
品
を
常
設
展
示
と

し
、
そ
れ
に
石
川
の
伝
統
工
芸
の
な
か
で
も
主
と
し
て
江
戸
時

代
の
古
美
術
品
を
中
心
に
、
企
画
テ
ー
マ
を
設
定
し
な
が
ら
運

営
を
行
っ
て
き
た
。
先
月
号
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の

最
も
大
規
模
な
企
画
展
が
、
加
賀
百
万
石
名
宝
展
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
開
館
以
来
く
す
ぶ
っ
て
い
た
展
示
室
の
外
部
団

体
へ
の
提
供
、
い
わ
ゆ
る
貸
展
示
室
の
問
題
が
急
浮
上
し
て

き
た
。
す
で
に
旧
館
の
開
館
二
年
目
の
昭
和
三
十
五
年
に
金

沢
市
内
で
第
二
回
の
日
展
が
開
催
さ
れ
た
時
、
第
四
科
の
工

芸
部
門
を
当
館
で
対
応
し
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
そ
の
こ
と

が
話
題
と
な
っ
た
。
美
術
館
は
、
本
来
貸
展
示
室
を
行
う
機

関
で
は
な
く
、
美
術
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
企
画
運
営
を
行
う
べ

き
で
、
日
展
の
場
合
は
例
外
中
の
例
外
で
あ
る
と
し
、
大
い

に
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
へ
日
本
伝
統
工
芸
展
の

巡
回
展
を
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
、
松
田
権

六
さ
ん
か
ら
舞
い
込
ん
で
き
た
。
日
本
伝
統
工
芸
展
は
、
い

わ
ゆ
る
人
間
国
宝
を
中
心
に
文
化
庁
や
県
教
育
委
員
会
が
関

係
す
る
展
覧
会
で
あ
り
、
工
芸
を
運
営
の

柱
に
据
え
て
い
る
美
術
館
に
と
っ
て
は
受

け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
、
こ
れ

を
受
け
た
ら
各
種
団
体
の
申
し
込
み
を
断

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
意
見
と

で
侃
侃
諤
諤

か
ん
か
ん
が
く
が
く

で
あ
っ
た
が
、
結
局
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
、

日
本
伝
統
工
芸
展
は
当
館
の
秋
を
飾
る
代

表
的
な
展
観
と
な
っ
て
続
い
て
い
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
12

日
本
伝
統
工
芸
展
金
沢
展
開
催
の
経
緯

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

東
京
・
田
端
に
お
け
る
多
く
の
人
と
の
交
遊
も
、
こ
の
展
覧

会
を
通
じ
て
、
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

板
谷
波
山
・
室
生
犀
星
な
ど
本
県
ゆ
か
り
の
人
た
ち
も
多
く
含

ま
れ
、
田
端
文
士
村
と
称
さ
れ
た
当
時
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
吉
田
の
面
倒
見
の
よ
い
人
づ
き
あ
い
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
吉
田
の
芸
術
院
会
員
就
任
記
念
の
芳
名
録
に
は
、
発
起

人
の
代
表
を
朝
倉
文
夫
が
務
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
朝
倉
塾
時
代
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
く
続
い
た
関
係

を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
今
回
展
示
し
た
朝
倉
文
夫

作
「
墓
守
」
は
展
覧
会
直
前
に
原
型
が
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
注
目
を
集
め
た
作
品
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
朝
倉
塾
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
彫
塑
館
学
芸

員
村
山
万
介
氏
が
本
展
図
録
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
石
川
県
立

工
業
学
校
時
代
の
師
・
青
木
外
吉
と
朝
倉
文
夫
の
兄
・
渡
辺
長

男
と
の
交
遊
に
基
づ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
関
係
も

あ
っ
て
、
吉
田
に
続
く
、
県
立
工
業
学
校
か
ら
東
京
美
術
学
校

へ
進
ん
だ
彫
刻
家
の
多
く
が
、
朝
倉
塾
で
活
躍
し
て
お
り
、
当

時
に
あ
っ
て
は
石
川
出
身
者
と
朝
倉
塾
と
の
深
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
立
工
業
学
校
で
の
師
・
青
木
外
吉
は
、
石
川
県
よ
り
文
展
に

初
め
て
入
選
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
美
術
学
校

に
お
け
る
そ
の
卒
業
制
作
が
現
在
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
回
展
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
明
治
の
段
階
で
そ
の
原
型
が
焼
失

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
初
め
て
の
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

吉
田
本
人
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
周
辺
の
作
家
の

作
品
を
見
る
に
つ
け
、
今
日
、
多
く
の
作
家
を
擁
す
る
本
県
の

彫
刻
界
に
あ
っ
て
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て
吉
田
三
郎
の
果
た
し

た
役
割
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
る
展
覧
会
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
谷
口
　
出
　
学
芸
専
門
員
）

い
き
さ
つ

金沢で初めて開催された
日本伝統工芸展のポスター
（第10回・昭和38年）

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎
展

金
沢
が
生
ん
だ
彫
刻
家
・
吉
田
三
郎
の
回
顧
展
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
し
た
。
本
館
企
画
で
は
初
め
て
と
な
る
彫
刻
展
と

あ
っ
て
、
多
く
の
彫
刻
フ
ァ
ン
が
来
場
し
、
吉
田
の
得
意
と
す

る
人
物
像
の
数
々
に
、
大
い
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で

し
た
。

活
動
の
場
が
東
京
で
あ
っ
た
こ
と
、
昭
和
三
十
七
年
に
没
し

て
は
や
四
十
年
の
月
日
を
数
え
る
こ
と
か
ら
、
吉
田
の
名
が
今

ひ
と
つ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
展
示
で
は
、
そ

の
吉
田
を
慕
っ
て
上
京
し
、
東
京
美
術
学
校
に
学
ん
だ
都
賀
田

勇
馬
、
松
田
尚
之
な
ど
の
郷
土
出
身
作
家
を
は
じ
め
、
吉
田
の

も
と
で
研
鑽
を
積
ん
だ
木
村
珪
二
・
堀
義
雄
・
伊
藤
五
百
亀
・

中
村
晋
也
な
ど
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
地
元
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
東
京
や
九
州
か
ら
、
吉

田
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
人
た
ち
な
ど
の
来
場
者
を
迎
え
、
東
京

教
育
大
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
界
や
白
日
会
の
彫
刻
部
の
活
動

に
お
い
て
吉
田
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
彫
刻
作
品
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交

流
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

東
京
美
術
学
校
時
代
の
同
期
で
あ
っ
た
北
村
西
望
と
の
長
い

交
友
関
係
は
、
今
回
の
展
示
で
示
し
た
多
く
の
書
簡
の
や
り
と

り
や
、
北
村
の
文
化
勲
章
受
章
の
際
の
代
表
世
話
人
と
し
て
の

吉
田
の
活
躍
ぶ
り
か
ら
、
極
め
て
緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と

も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
逆
に
北
村
か
ら
は
、

吉
田
を
取
り
上
げ
た
雑
誌
『
造
形
』
で
吉
田
の
人
と
な
り
を
紹

介
す
る
文
章
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
北
村
は
、
五
十
年
来

の
親
友
で
あ
り
、
何
で
も
知
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
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第
87
回
　
光
風
会
展
　
金
沢
展

七
月
六
日（
金
）〜
十
日（
火
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

光
風
会
は
、
大
正
元
年
の
創
立
で
、
数
多
い
美
術
界
に
あ
っ

て
最
も
古
く
、
豊
か
な
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
美
術
団
体
で
す
。

そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
具
象
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
常
に
新
し
い
レ

ア
リ
ズ
ム
の
追
求
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
今
回

の
金
沢
展
は
今
春
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
中
か
ら
基
本

作
品
百
五
点
と
本
県
在
住
作
家
の
作
品
四
十
四
点
、
計
百
四
十

九
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

主
な
出
品
者

中
央
作
家

寺
島
龍
一
（
芸
術
院
会
員
）
庄
司
栄
吉
（
芸
術
院
会
員
）

堀
友
三
郎
（
理
事
　
工
芸
）

地
元
作
家

円
地
信
二
　
松
本
昇
　
谷
昭
二
　
三
浦
泉

入
場
料

一
　
般
七
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

大
高
生
四
〇
〇
円
（
三
〇
〇
円
）
中
小
生
無
料

（

）
内
は
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
窪
一
―
三
一光

風
会
石
川
連
絡
所
　
細
川
絋
關

1
〇
七
六
―
二
四
一
―
一
三
七
〇

第
29
回
日
本
の
書
展七月

十
三
日（
金
）〜
十
七
日（
火
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

日
本
芸
術
院
会
員
の
村
上
三
島
氏
、
杉
岡
華
邨
氏
、
小
林
斗

Ø

あ
ん

氏
な
ど
、
現
代
書
壇
代
表
約
八
十
人
の
作
品
を
一
堂
に
展
示

し
、
あ
わ
せ
て
石
川
県
書
美
術
振
興
会
会
員
約
二
百
人
も
含
め
、

お
よ
そ
二
百
八
十
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
五
〇
〇
円
　
高
大
生
三
〇
〇
円
　
小
中
生
一
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
一
般
四
〇
〇
円
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
　
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

第
15
回
日
本
新
工
芸
石
川
会
展

七
月
二
十
日（
金
・
祝
）〜
二
十
四
日（
火
）

（
第
７
展
示
室
）

日
本
新
工
芸
家
連
盟
は
、
工
芸
の
原
点
を
見
つ
め
、
個
々
の

作
家
が
素
材
を
充
分
に
生
か
し
技
術
を
駆
使
し
て
、
現
代
に
望

ま
れ
て
い
る
生
活
と
美
と
の
調
和
を
テ
ー
マ
と
し
て
制
作
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
石
川
会
展
も
十
五
回
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
高
覧
、
ご
批
判
を
戴
き
た
い
と
念
願
し

て
お
り
ま
す
。

主
な
出
品
作
家

北
出
不
二
雄
・
高
光
一
生
・
利
岡
光
仙
・
榎
木
荘
平

組
橋
貞
風
・
中
町
朱
実
・
原
田
実
・
戸
出
克
彦
・
松
本
昭
二

向
瀬
孝
之
・
柴
田
博
・
川
田
稔
・
比
古
田
三
恵
・
大
井
幸
子

北
浜
芳
恵
・
伊
豆
蔵
幸
治
・
高
聡
文
・
畑
宏
・
中
尾
喜
久
二

金
田
一
司
・
滝
川
千
春
・
高
光
一
雅

入
場
料

一
般
六
〇
〇
円
　
大
学
生
以
下
三
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
三
〇
〇
円

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
宮
野
町
ト
七
四

戸
出
克
彦

1
〇
七
六
―
二
五
七
―
五
九
五
一

第
43
回
北
陸
創
造
展

七
月
二
十
日（
金
・
祝
）〜
二
十
四
日（
火
）

（
第
８
・
９
展
示
室
）

北
陸
創
造
美
術
会
は
、
各
作
家
が
そ
の
主
体
性
に
基
づ
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
芸
術
を
創
造
す
る
た
め
に
、
最
も
自
由
で
活
動
的

な
研
鑚
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
六
月
上
旬
、

東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ
た
創
造
展
に
入
選
し
た
作
品
を
中
心

に
、
北
陸
支
部
会
員
百
余
名
が
、
五
部
門
（
洋
画
・
日
本
画
・

染
織
画
・
彫
刻
・
陶
芸
）
に
わ
た
っ
て
展
示
し
ま
す
。

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
小
松
市
遊
泉
寺
町
ホ
一
二
〇

辻
　
実

1
〇
七
六
一
―
四
七
―
一
〇
一
八

生
誕
二
四
〇
年
　
北
斎
展

七
月
二
十
八
日（
土
）〜
八
月
十
九
日（
日
）

（
第
７
・
８
・
９
展
示
室
）

幕
末
に
、
江
戸
で
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北
斎
は
、
存
命

時
か
ら
西
欧
に
紹
介
さ
れ
、
印
象
派
の
画
家
な
ど
、
多
く
の
芸
術

家
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
画
人
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
本
展
は
、

九
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
北
斎
の
肉
筆
画
、
画
稿
、
錦
絵
、
摺
物
、

絵
暦
、
版
本
な
ど
の
代
表
作
約
二
百
点
を
幅
広
く
展
観
し
、
そ
の

す
ぐ
れ
た
画
業
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

入
場
料

一
般
一
、
二
〇
〇
円
　
高
大
生
八
〇
〇
円

小
・
中
生
六
〇
〇
円
　
団
体
料
金
は
各
二
〇
〇
円
引

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
扱
い
。

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
七
―
一
五北

陸
中
日
新
聞
事
業
部

1
〇
七
六
ー
二
三
三
ー
四
六
四
二

企
画
展
示
室

貸
出
中
の
所
蔵
品

裸
婦
像

宮
本
三
郎
筆

阿
修
羅

宮
本
三
郎
筆

計
二
点

展
覧
会

和
と
洋
　
―
ふ
た
つ
の
文
化
の
間
で
―

会
　
期

七
月
十
七
日（
火
）〜
九
月
十
六
日（
日
）

会
　
場

小
松
市
立
宮
本
三
郎
美
術
館
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そ
の
後
の
高
島
は
林
野
行
政
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、
画
業
に
も
励

み
ま
す
。
官
職
を
退
い
た
後
、
文
展
（
文
部
省
美
術
展
覧
会
）
審
査

員
を
務
め
る
有
力
な
画
家
に
な
り
ま
す
が
、
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
こ
と
。
没
後
四
十
年
近
く
た

っ
て
か
ら
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
運
動
の
展
開
に
関
係
し
た
人
物

と
し
て
、
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

明
治
の
昔
、
人
知
れ
ず
遠
く
異
郷
の
地
で
活
躍
し
た
若
き
日
の
高

島
北
海
。
彼
が
残
し
た
作
品
は
ナ
ン
シ
ー
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に

保
管
さ
れ
、
今
百
年
以
上
の
時
空
を
越
え
て
私
た
ち
と
の
出
会
い
を

待
ち
ま
す
。
き
っ
と
こ
の
展
覧
会
の
見
所
の
一
つ
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

（
前
田
武
輝
　
学
芸
主
査
）

第
18
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア
協
賛
「
花
と
装
飾
　
ナ
ン
シ
ー
派
展
」

九
月
一
日
（
土
）
〜
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

日
本
の
美
　
金
閣
銀
閣
（
30
分
）

古
九
谷
　
豪
放
華
麗
な
色
絵
（
23
分
）

漆
芸
の
魅
力
　
4

田
口
善
国
・
北
村
昭
斎

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
（
約
45
分
）

伊
勢
物
語
の
意
匠

（
前
田
武
輝
　
学
芸
主
査
）

日
本
の
美
　
桂
離
宮
（
30
分
）

日
本
の
書
（
20
分
）

坂
寛
二
　
石
川
洋
画
の
先
駆
者

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

中
国
の
陶
磁
　
唐
・
宋
・
元
・
明
の
名
品
（
23
分
）

韓
国
の
陶
磁
　
高
麗
・
李
朝
の
名
品
（
23
分
）

漆
芸
の
魅
力
　
5

高
野
松
山
・
山
崎
覚
太
郎
・
佐
治
賢
使
（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
（
約
45
分
）

7
／
1(
日)

7
／
7(

土)

7
／
8(

日)

7
／
14(

土)

7
／
15(

日)

7
／
21(

土)

7
／
22(

日)

7
／
28(

土)

7
／
29(

日)

行
　
　
事

月
　
　
日

七
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

※
全
館
休
館
日
は
七
月
二
十
五
日(

水)

・
二
十
六
日（
木
）で
す
。 内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

特
　
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷
名
品
展
（
第
２
展
示
室
）

特
　
集
　
石
川
の
人
形

（
第
５
展
示
室
）

七
月
二
十
七
日（
金
）〜
八
月
二
十
八
日（
火
）

各
地
の
展
覧
会

七
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

菅
原
道
真
没
後1

1
0
0

年
　
天
神
様
の
美
術

7
／
10
〜
8
／
26

東
京
国
立
博
物
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
二
―
一
一
一
一
）

イ
タ
リ
ア
陶
磁
器
の
伝
統
と
革
新
　
ジ
ノ
リ
展

8
／
19
ま
で

東
京
都
庭
園
美
術
館
（
東
京
都
港
区
・
〇
三
―
三
四
四
三
―
〇
二
〇
一
）

福
田
繁
雄
展
・
福
田
美
蘭
展

7
／
14
〜
9
／
9

世
田
谷
美
術
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
・
〇
三
―
三
四
一
五
―
六
〇
一
一
）

〜
生
き
る
喜
び
〜
　
エ
ミ
ル
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
名
品
展

7
／
6
〜
9
／
5

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
長
岡
市
・
〇
二
五
八
―
二
八
―
四
一
一
一
）

ロ
ダ
ン
と
日
本
展

8
／
19
ま
で

愛
知
県
美
術
館
（
名
古
屋
市
東
区
・
〇
五
二
―
九
七
一
―
五
五
一
一
）

ミ
ニ
マ
ル
　
マ
キ
シ
マ
ル
　
―
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
と
そ
の
展
開
―

8
／
12
ま
で

京
都
国
立
近
代
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
・
〇
七
五
―
七
六
一
―
四
一
一
一
）

仏
舎
利
と
宝
珠
　
―
釈
迦
を
慕
う
心
―

7
／
14
〜
9
／
2

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

白
髪
一
雄
展

7
／
22
ま
で

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
（
神
戸
市
灘
区
・
〇
七
八
ー
八
〇
一
―
一
五
九
一
）

九
月
の
企
画
展
で
は
、
ナ
ン
シ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
花
開
い
た
総

合
芸
術
の
全
容
が
公
開
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
一
人
の
日
本
人
の

作
品
が
数
点
出
品
さ
れ
ま
す
。「
日
本
人
が
な
ぜ
こ
こ
に
？
」
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
名
は
高
島
北
海

た
か
し
ま
ほ
っ
か
い

（
本
名
得
三

と
く
ぞ
う

、

一
八
五
〇
〜
一
九
三
一
）。
ナ
ン
シ
ー
滞
在
わ
ず
か
三
年
に
し
て
、
か

の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ

る
日
本
画
家
で
す
。

現
在
の
山
口
県
、
萩
藩
医
の
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
高
島
は
、

農
商
務
省
山
林
局
林
務
官
と
な
り
、
一
八
八
五
年
春
、
ナ
ン
シ
ー
森

林
高
等
学
校
に
留
学
し
ま
す
。
そ
し
て
欧
州
各
地
の
森
林
を
視
察
す

る
の
で
す
が
、
彼
に
は
日
本
画
の
心
得
が
あ
り
、
視
察
の
合
間
に
山

岳
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
も
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

後
に
欧
州
の
山
岳
を
取
り
入
れ
た
、
高
島
独
自
の
山
水
画
に
生
か
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
彼
は
当
地
の
文
化
人
、
美
術
家
た
ち
と
の
交

流
も
深
め
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
後
の
ナ
ン
シ
ー
派
エ
ミ
ー
ル
・
ガ

レ
（
前
号
で
紹
介
）
や
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
プ
ル
ー
ヴ
ェ
（
一
八
五
八

〜
一
九
四
三
）
ら
も
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
美
術
へ
の
関
心
が
高
く
、
美
術
品

の
収
集
は
も
と
よ
り
、
日
本
や
日
本
美
術
に
関
す
る
数
多
く
の
本
が
出

さ
れ
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
ん
な
時
に
ち
ょ
う
ど
日
本
画
を
よ
く
す
る

人
物
が
現
れ
た
、
こ
れ
は
注
目
を
浴
び
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
高
島

と
ガ
レ
と
は
同
じ
植
物
学
や
鉱
山
学
を
学
び
、
自
然
に
対
す
る
関
心
も

人
一
倍
強
い
者
同
士
。
や
は
り
ウ
マ
が
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
親
密

な
交
際
が
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
留
学
二
年
目
の
一
八
八
六
年
に
は
、

当
地
芸
術
団
体
主
催
の
展
覧
会
へ
出
品
、
高
い
評
価
を
得
ま

す
。
そ
の
後
も
日
本
美
術
の
紹
介
に
努
め
ま
す
が
、
一
八
八

七
年
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
教
育
功

労
勲
章
を
受
け
ま
し
た
。

一
八
八
八
年
春
、
市
民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
高
島
は
帰
国
。

も
う
再
び
訪
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ガ
レ
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、
同
市

で
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
ナ
ン
シ
ー
芸
術
産
業
地
方

同
盟
を
設
立
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
シ
ー
派
を
旗

揚
げ
し
た
の
は
、
高
島
が
当
地
を
去
っ
て
か

ら
十
三
年
後
、
一
九
〇
一
年
の
こ
と
で
す
。

高島北海像浮彫　エルネスト・ビュシエール
1887年　ナンシー派美術館蔵（右）

山水図　高島北海　ナンシー派美術館蔵（左）

高

島

北

海

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ



― 8  ―

110

石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
一
三
号
　
平
成
十
三
年
七
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

七
月
二
十
五
日（
水
）・
二
十
六
日（
木
）

見
込
み
の
円
窓
内
に
、
芦
に
止
ま
る
翡
翠
か
わ
せ
み

と
流
水
が
絵
画
的

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
獲
物
を
狙
い
定
め
、
今
ま
さ
に
飛
び
か

か
ら
ん
と
す
る
そ
の
一
瞬
を
巧
み
に
捉
え
て
描
写
し
て
い
ま
す

が
、
翡
翠
の
眼
光
鋭
い
そ
の
表
情
は
、
作
品
に
見
事
な
緊
張
感

を
表
出
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
縁
文
様
は
、
十
二
区
画
に
分
割

し
、
そ
の
中
に
花
文
と
雲
文
を
交
互
に
配
し
て
い
ま
す
。

見
込
み
の
余
白
を
生
か
し
た
絵
画
的
表
現
に
対
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
化
さ
れ
た
縁
文
様
は
、
一
幅
の
絵
画
に
お
け
る
画
面
と
表

具
の
よ
う
な
効
果
的
な
趣
を
呈
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
素
地
は

鼠
色
を
呈
し
、
所
々
に
御
本
（
淡
紅
色
の
斑
文
）
が
現
れ
、
絵

の
具
は
紫
、
緑
、
紺
青
、
黄
の
四
彩
を
用
い
て
い
ま
す
。

裏
面
は
、
周
囲
に
蔓
唐
草
を
め
ぐ
ら
し
て
緑
彩
を
、
高
台
内

に
は
木
の
葉
文
を
散
ら
し
て
黄
彩
を
そ
れ
ぞ
れ
施
し
、
中
央
に

二
重
角
「
福
」
の
銘
を
緑
彩
し
て
い
ま
す
。

松
山
窯
と
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
、
大
聖
寺
藩
の

藩
窯
と
し
て
、
江
沼
郡
松
山
村
（
現
加
賀
市
松
山
町
）
の
山
本

彦
左
衛
門
に
命
じ
て
松
山
に
窯
を
築
か
せ
た
も
の
で
す
。
粟
生
あ

お

屋や

源
右
衛
門
、
松
屋
菊
三
郎
を
招
き
、
九
谷
村
の
旧
地
と
吸
坂

村
な
ど
か
ら
陶
石
や
土
を
取
り
寄
せ
、
主
と
し
て
藩
用
の
陶
磁

器
を
焼
か
せ
た
の
が
始
ま
り
で
、
松
山
御
上
窯
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
文
久
の
末
頃
に
民
営
に
移
り
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
作
品
の
多
く
は
塗
埋
手
の
青

手
古
九
谷
の
様
式
の
も
の
で
す
が
、
色
絵
や
染
付
の
も
の
も
焼

成
さ
れ
ま
し
た
。

（
高
嶋
清
栄
　
学
芸
専
門
員
）

※
第
2
展
示
室
で
展
示
中
。

色絵芦翡翠図平鉢
松山窯

江戸　19世紀

口径40.5 底径18.7 高7.0（cm）

交趾金花鳥香合
明　17世紀

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

入
梅

―
じ
め
じ
め
と
、
鬱
陶
う
っ
と
う

し
い
日
が
続
き
ま
す
。

さ
て
シ
ョ
ッ
プ
正
面
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
そ
こ
に
赤

と
緑
の
丸
い
香
合
が
あ
る
の
を
見
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
？
。
そ
う
、
雉
香
炉
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
す
ぐ
横
、
交
趾
コ
ー
チ

金
花
鳥
香
合

き
ん
か
ち
ょ
う
こ
う
ご
う

（
左
写
真
下
）
で
す
。
商
品
の
方
は
九
谷

焼
で
す
が
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
当
館
所
蔵
品
（
左
写
真

上
）
の
方
は
交
趾
コ
ー
チ

焼や
き

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
お
茶
に

詳
し
い
人
以
外
は
ち
ょ
っ
と
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
交
趾
」
と
い
う
の
は
、
遙
か
昔
の
中
国
は

漢
の
時
代
か
ら
あ
る
郡
名
で
、
今
の
ベ
ト
ナ
ム
あ
た
り

を
指
し
ま
す
。「
あ
、
そ
れ
じ
ゃ
ベ
ト
ナ
ム
の
焼
き
物

…
？
」
え
ー
、
い
や
ど
う
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
み
た
い
で
、

実
は
中
国
南
部
の
広
東
省
か
ら
浙
江
省
あ
た
り
の
窯
で

焼
か
れ
、
そ
れ
が
交
趾
通
い
の
船
で
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
た
と
い
う
の
が
名
前
の
由
来
ら
し
い
で
す
。
交
趾
焼

は
素
地
に
直
接
色
釉
（
緑
、
黄
、
紫
）
を
か
け
て
焼
く

技
法
の
、
い
わ
ゆ
る
三
彩
の
一
種
。
そ
の
釉
法
は
、
京

焼
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

桃
山
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
た
く
さ
ん
輸
入
さ
れ

て
、
当
時
の
茶
人
た
ち
に
と
て
も
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
こ
の
金
花
鳥
香
合
は
数
も
少
な
く
、
貴
重
品
だ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。
商
品
の
方
は
交
趾
焼
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
本
物
の
持
つ
肌
合
い
を
ほ
ど
よ
く

再
現
し
て
い
ま
す
。

交趾金花鳥香合（九谷焼）
（定価15,000円）


